
要旨：
細胞内は生体分子が密集した環境であり、正確かつ効率的な生化学反応を達

成するため、厳密に区画化されている。タンパク質合成を担う翻訳も例外ではなく、
その時空間制御の破綻はがんや神経変性疾患と関連する。しかし、mRNAの局在
や局所的な翻訳制御の全体像には未解明の点が多い。我々は、次世代シーケン
サーによる翻訳の網羅解析手法Ribo-Seqを基軸とした新技術の開発1)-4)を通じ、
その解明を目指している。まず、局所翻訳を網羅的に解析するAPEX-Ribo-Seqを開
発し、13オルガネラに対する局所翻訳アトラスを編纂することで、新規の局所翻訳
を複数発見した。また、翻訳抑制的な非膜性顆粒構造であるP-bodyの局在mRNA
についてセルソーターによる顆粒精製とRNA-Seqにより網羅的に解析し、顆粒内
mRNAがストレス応答で放出・翻訳される新機構を見出した。本発表では最新の知
見とRibo-Seq技術改良を紹介し、翻訳の時空間制御の分子機構と生物学的意義の
解明に向けた展望と学内貢献への抱負を述べる。
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